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社協
号第

このマークは社会福祉協議会
全国共通のシンボルマークで
す。手をとりあって、明るい
しあわせな社会を建設する姿
を表現しています。

社会福祉法人酒々井町
社会福祉協議会

e-mail:info@shisuisyakyo.or.jp　URL:https:// shisuisyakyo.or.jp

2022.10.1

〒285-0922  酒々井町中央台4－11　TEL:043-496-6635　FAX:043-496-5245

　７月から８月にかけて、町ボランティア協議会と共催で「小学生向け夏休み！親子ボランティア講座」及び「中学
生・高校生向けボランティアスクール」が開催されました。
　新型コロナウイルス感染症の影響を受け、規模を縮小する等感染対策を行いながらの実施となりましたが、全４日間
で延べ61名の参加がありました。楽しく体験しながら、とても実りのある４日間になりました。

　令和４年度は、当社会福祉協議会が法人化して40周年を迎えることから、これを記念する社会福祉大会を開催します。
【日　　時】令和４年11月13日㈰　12時30分開場、13時開式
【場　　所】中央公民館　講堂
【大会内容】〔表彰式〕地域福祉の推進に貢献された方々を表彰し、感謝の意を表します。
　　　　　　※しすい健康ふくしフェスティバルと同日開催となります。
　　　　　　※ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、表彰式のみとなります。なお、感染拡大の状

況により開催方法等が変更となる場合があります。

法人化40周年記念  第７回酒々井町社会福祉大会法人化40周年記念  第７回酒々井町社会福祉大会

7/277/27（水）（水）

「ボッチャ&車いす体験」「ボッチャ&車いす体験」
7/307/30（土）（土）

「バルーンアート×ボランティア」「バルーンアート×ボランティア」

8/58/5（金）（金）

ふれあいサロンふれあいサロン
「かざぐるま」傾聴ボランティア「かざぐるま」傾聴ボランティア

8/278/27（土）（土）

環境美化ボランティア環境美化ボランティア

講 師講 師
順天堂大学松山ゼミナールの皆さん順天堂大学松山ゼミナールの皆さん

協 力協 力
傾聴ボランティア「かざぐるま」傾聴ボランティア「かざぐるま」

講 師講 師
バルーンアートサークル「ピッコロ」バルーンアートサークル「ピッコロ」

協 力協 力
明るい社会づくり推進協議会明るい社会づくり推進協議会

３年ぶりボランティア講座開催！３年ぶりボランティア講座開催！３年ぶりボランティア講座開催！３年ぶりボランティア講座開催！
～ 今年の夏休みは、ボランティア！～～ 今年の夏休みは、ボランティア！～～ 今年の夏休みは、ボランティア！～～ 今年の夏休みは、ボランティア！～
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『暮らし』や『仕事』のことで困ったら‥

さかえ・しすい
ワーク・ライフサポートセンター

仕事探し、家計・借金、住まい、ひきこもり‥
ひとりで悩まないでご相談ください。ご自宅へ訪問もいたします

☎043-308-6332
9:00～17:00（土日祝除く）相談無料･秘密厳守

〒285-0837  千葉県佐倉市王子台4-28-12T・第一ビル2階
【千葉県委託生活困窮者自立支援事業】　　　　 

広告

●京成佐倉駅徒歩４分
●24時間介護スタッフ常駐
●お元気な方も介護の必要な方もご入居できます

　  0120-83-7070
住　　所／佐倉市宮前 3-15-1
事業主体／株式会社JALUXトラスト

サービス付き高齢者向け住宅　　～ご高齢者のための賃貸住宅です～

ソルシアス佐倉

広告
ご見学承ります

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
子
ど
も
た

ち
の
た
め
の
支
援
や
、
被
災
さ
れ
た
方
へ
の
お
見
舞
金
等
、
地
域

の
様
々
な
福
祉
活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
実
施
す
る
、
全
国
規
模

の
募
金
運
動
で
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
全
額
千
葉
県
共
同
募
金
会

に
送
金
し
、
翌
年
度
に
配
分
金
と
し
て
高
齢
者
、
障
害
者
、
ひ
と

り
親
家
庭
等
様
々
な
手
助
け
を
必
要
と
し
て
い
る
地
域
の
人
々
の

た
め
に
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
町

の
福
祉
活
動
の
財
源
と
し
て
活
か
さ
れ
る
共
同
募
金
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

　
今
年
の
町
の
目
標
額
は
、
１
３
６
万
円
で
す
。
一
世
帯
あ
た
り

５
０
０
円
を
目
安
に
区
・
自
治
会
を
通
じ
て
募
金
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
12
月
１
日
か
ら
は
、
歳
末

た
す
け
あ
い
募
金
運
動
が
始
ま
り
ま

す
。75

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方

へ
の
お
せ
ち
料
理
の
配
布
や
福
祉
団

体
、
福
祉
施
設
の
実
施
す
る
事
業
に

助
成
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
詳
し
く
は
回
覧
及
び
町
広

報
12
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
の
実
施
に
あ
た

り
、
町
内
２
駅
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
「
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
日
時
及
び
実
施
場
所
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

日
　
時

10
月
３
日
㈪　
18
時
〜
19
時

場
　
所　
Ｊ
Ｒ
酒
々
井
駅

　
　
　
　
京
成
酒
々
井
駅

※
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
対
策
を
徹
底
し
ま

す
。

※
荒
天
や
感
染
状
況
に
よ

り
急
き
ょ
中
止
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　本年度の社協一般会費は、1,258,090円のご協力をい
ただきました。（９月 22日現在）
　この会費は、地域福祉の推進のため、
次の事業に活用させていただきます。
・在宅福祉推進事業（給食サービス等）
・ボランティア活動の推進及び育成事業
・心配ごと相談事業
・広報「社協しすい」の発行
★井戸っこ会費募集中！★
　社協をもっと身近に、そして町の地域福祉を推進するため、一
般会費と合わせて活用する「井戸っこ会費」を募集しています。
会費･･･１口500円　会員証として「井戸っこピンバッチ」
をプレゼント！詳しくはお問い合わせください。

（
金
銭
）

▽
明
る
い
社
会
づ
く
り
推
進
協
議
会１

万
円

▽
ふ
じ
き
の
創
年
隊　
　
　
　
　
１
万
円

▽
シ
ル
バ
ー
ダ
ン
デ
ィ
１　
　
　
１
万
円

▽
酒
々
井
町
婦
人
会　
　
　
　
　
５
千
円

▽
稲
葉
節
子　
　
　
　
　
　
　
　
２
千
円

▽
匿
名
３
件　
　
　
３
万
７
千
９
７
４
円

合　
計　
　
　
　
　
７
万
４
千
９
７
４
円

（
物
品
）

▽
匿
名　
　
　
　
　
　
　
　
一
点
杖
２
本

（
６
月
24
日
〜
９
月
22
日
受
付
分
）

（
一
部
広
報
ニ
ュ
ー
し
す
い
再
掲
）

ご協力ありがとうございました

金　額
自治会（区） 662,150 円
職 域 募 金 96,272 円
そ　の　他 8,478 円
合　計 766,900 円

金　額
自治会（区） 1,177,100 円
職 域 募 金 107,037 円
学 校 募 金 69,058 円
そ　の　他 37,094 円
合　計 1,390,289 円

【令和３年度の実績】

〈歳末たすけあい募金〉

〈赤い羽根共同募金〉

皆さまのご協力を
お願いします！

ご
協
力
く
だ
さ
い

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
　
赤
い
羽
根
共
同
募
金

　
　
赤
い
羽
根
共
同
募
金

〜
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
お
知
ら
せ
〜

〜
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
お
知
ら
せ
〜

　国内外で各種災害や戦争・紛争により被災した方々を支援
するために、社会福祉協議会では義援金及び海外救援金の受
付を行っています。
　この義援金は日本赤十字社千葉県支部を通じて、被災され
た方にお届けしています。
　現在、被災者支援のために募集している義援金及び海外救
援金の一部は次のとおりです。その他義援金については日本
赤十字社ＨＰ（http://www.jrc.or.jp/contribution/）を
ご覧ください。
・令和４年７月大雨災害義援金（宮城県）
　令和４年10月31日まで
・令和４年８月３日からの大雨災害義援金
　令和５年３月31日まで
・ウクライナ人道危機救援金
　令和５年３月31日まで

災害義援金及び海外救援金
の募集を行なっています

社  協
一般会費

広告

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

善
意
の
ご
寄
附

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

善
意
の
ご
寄
附

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

©千葉県共同募金会
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広告

山本印刷　成田 検　索

広告

（60歳以上で働く意欲のある方）
お仕事依頼と会員募集中

身近な仕事のお手伝い 
シルバーは安全・安心・安価です

（公社）酒々井町シルバー人材センター
☎043－496－4077（土、日、祝日を除く）
URL http://www.shisui-silver.jp

　
生
活
福
祉
資
金
は
、
他
か
ら
の
融
資
が
受
け
ら
れ
な
い
低
所

得
世
帯
や
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
の
い
る
世

帯
、
障
害
者
の
い
る
世
帯
な
ど
の
生
活
の
自
立
と
安
定
に
役
立

て
て
い
た
だ
く
た
め
の
貸
付
制
度
で
す
。
町
の
社
会
福
祉
協
議

会
が
窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
貸
し
付
け
を
希
望
す
る
方

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
た
方
に
対
す

る
特
例
貸
付
は
、
９
月
30
日
で
受
付
を
終
了
し

ま
し
た
。

【
資
金
の
種
類
】

○
福
祉
資
金

・
福
祉
費
（
日
常
生
活
を
送
る
う
え
で
一
時
的
に
必
要
と

見
込
ま
れ
る
費
用
）

・
緊
急
小
口
資
金
（
緊
急
か
つ
一
時
的
に
生
計
の
維
持
が

困
難
に
な
っ
た
場
合
に
必
要
と
な
る
少
額
の
費
用
）

○
教
育
支
援
資
金

・
教
育
支
援
費
（
高
校
、
大
学
等
で
修
学
す
る
た
め
に

必
要
な
授
業
料
等
の
費
用
）

・
就
学
支
度
費
（
高
校
、
大
学
等
に
入
学
す
る
た
め
に
必

要
な
入
学
金
、
制
服
、
教
材
購
入
の
た
め
の
費
用
）

○
総
合
支
援
資
金

・
生
活
支
援
費
（
生
活
再
建
ま
で
に
必
要
な
生
活
費
）

・
住
宅
入
居
費
（
敷
金
、
礼
金
等
の
住
宅
の
入
居
手
続

き
の
際
に
必
要
な
費
用
）

・
一
時
生
活
再
建
費
（
生
活
を
再
建
す
る
た
め
に
一
時

的
に
必
要
な
費
用
）

○
不
動
産
担
保
型
生
活
資
金

・
不
動
産
担
保
型
生
活
資
金
（
65
歳
以
上
で
低
所
得
世

帯
）

・
要
保
護
世
帯
向
け
不
動
産
担
保
型
生
活
資
金
（
65
歳

以
上
で
生
活
保
護
を
要
す
る
世
帯
）

【
申
込
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項
】

・
原
則
と
し
て
酒
々
井
町
に
概
ね
６
ヶ
月
以
上
住
ん
で
い
て
、

か
つ
住
民
登
録
が
あ
る
こ
と
。

・
お
住
ま
い
の
地
域
の
民
生
委
員
が
相
談
支
援
を
行
い
ま
す
。

・
他
の
制
度
を
利
用
で
き
る
場
合
は
、
そ
ち
ら
が
優
先
と
な
り

ま
す
。

（
例
：
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
、
日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金

等
）

　町ボランティア協議会に所属している朗読奉仕グループ「虹」
が2022年度「生き生きシニア活動顕彰」を受賞されました。こ
の賞は高齢者が主体となって行う地域貢献活動に対し、その長き
に渡る功績が認められ、贈られる賞です。「虹」は今から35年
以上前に結成され、現在は町広報等をCDに録音し、目の不自由
な方や活字による読書が困難な方で希望する方に無料でお届けし
ています。また、町のイベントなども積極的に参加したり、毎月
の勉強会や定期的に開催される音訳講座で身に付けた知識を基に
活動しています。
　今回の受賞を受け、「コロナ禍ではあったが、会員が力をあわ
せ頑張ってきたことを評価されて嬉しい。今後の励みとして、活
動を続けていきたい。」とのことでした。

　第２期地域福祉計画・地
域福祉活動計画が今年度で
終期を迎えることから、社
会福祉協議会では町行政と
一体となって「第３期地域
福祉計画・地域福祉活動計
画」の策定作業を進めてい
ます。
　計画の策定にあたっては、地域の福祉関係者や学識経験者
等19名で構成される「策定委員会」を設置し、松山 毅委員
長（順天堂大学スポーツ健康科学部先任准教授）を中心に、
「みんなで創ろう～助け合い・支え合う  福祉の町  酒々井～」
をテーマに「安心・安全」「協働」「交流」の３つの部会に
分かれて地域課題の把握と分析を行い、令和４年度中の策定
に向けて検討を進めているところです。
　来年２月には、それぞれの計画内容に対する意見を公募す
る予定です。地域福祉を増進し、よりよい酒々井町を作るた
め、皆様のご協力をお願いいたします。

　社会福祉協議会では、広報紙「社協しすい」を、年に４回発
行しています。
　社協が実施する事業やボランティア活動、地域の憩いの場の
紹介など、酒々井町の身近な「福祉」がよくわかる広報紙です。
　広報紙の購読を個人で希望する方に、無料で郵送しています。
　また、視覚障害者や活字による読書が困難な方に、朗読奉仕
グループ「虹」が作成した録音資料（CD）をお届けしています。
　郵送またはCDを希望する方は、社協までお問い合わせください。

第３期地域福祉計画・地域福祉
活動計画の策定について

朗読奉仕グループ「虹」
「生き生きシニア活動顕彰」を受けました!!

【
広
告
の
規
格
】
縦
45
㎜
×
横
110
㎜

【
広
告
の
料
金
】
５
，
０
０
０
円
／
回

　
広
報
紙
に
Ｐ
Ｒ
の
広
告
を
載
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
広
告
の
規
格
】

　
縦
300
㎜
×
横
450
㎜
（
マ
グ
ネ
ッ
ト
式
）

【
広
告
の
料
金
】

〈
制
作
費
〉
１
万
円
程
度

※
デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
異
な

　
り
ま
す

〈
掲
載
料
〉
１
枚
に
つ
き

　
・
１
か
月
２
千
円　

　
・
１
年
間
２
万
円

「
し
す
い
ふ
れ
愛
タ
ク
シ
ー
」

車
体
広
告

広
報「
社
協
し
す
い
」有
料
広
告

広
告
主
募
集
中

「社協しすい」を購読しませんか？「社協しすい」を購読しませんか？

生活福祉資金貸付制度のご案内
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この広報紙は、みなさまからの会費と、共同募金の配分金によって発行されています。

※CDに録音した「声の広報」もあります。詳しくは、お問い合わせください。
大豆油インクで
印刷しています

【申し込み・問い合わせ】酒々井町社会福祉協議会　☎ 043（496）6635

【放課後児童クラブ嘱託職員】
募集人数　１名
資　　格　 いずれかを取得している方　放課後児童支援員認

定資格・保育士・教員免許・社会福祉士
雇用期間　採用日～令和５年３月31日（更新有り）
給　　与　 基本給：１７７，０００円～　諸手当：地域手

当、通勤手当、時間外勤務手当、期末手当（賞
与）年２回

勤務時間　月～土（１週間あたり５日間）
　　　　　基本勤務（実働７時間45分）
　　　　　 通常：10時30分～19時15分（休憩１時間）
待　　遇　有給休暇、昇給、社保完備、健康診断
勤務内容　 児童クラブ運営業務全般（児童の遊び相手や宿

題・勉強のサポートなど）

　ご家庭で不要な食品があればご寄付をお願いします。いた
だいた食品は「フードバンクちば」によって、支援団体などを通
じて福祉施設や生活に困窮している方にお配りするほか、社会
福祉協議会でも必要としている方へ配布させていただきます。
期間　10月31日㈪まで
受取窓口　社会福祉協議会
ご寄付いただきたい食品
○ 乾麺・防災食等
○缶詰・瓶詰等
○レトルト食品
○インスタント食品
○菓子・飲料
○乾物・調味料各種
○ギフトパック（お歳暮・お中元等）
○お米は前年度産（今回は令和３・４年度）まで（玄米可）
※アルコール類不可
※常温で保存可能で、賞味期限が２ヶ月以上あるもの

　コロナ禍で中止となっていた酒々井町赤十字奉仕団の役員
会が３年ぶりに開催されました。
　町赤十字奉仕団は、赤十字の使命である人道的な諸活動を
実践しようとする方々が集まって結成され、町の行事や千葉
県支部主催の活動に積極的に参加していただき、地域に根差
した活動を行っています。
　町奉仕団員は、総会を含め年３回の会議を開
催し、平時の活動の分担や大規模災害や事故が
発生した際直ちに救護活動が行えるよう「救急
法」などの訓練を行っています。

　大切な命を守るために、心肺蘇生法とAEDについて学び
ましょう。
日時：10月19日㈬　10時～12時
場所：中央公民館講堂
対象：酒々井町在住・在勤の方
　　　※中学生以上に限ります。
内容：心肺蘇生法、AEDの使い方
講師：日本赤十字社救急法指導員　室谷 淑子さん
定員：10名（先着順・事前予約制）
申込締切：10月12日㈬
主催：町ボランティア協議会および日本赤十字社酒々井町分区
※ 新型コロナウイルス感染防止のため、マスクの着用にご協
力ください。

※ 感染状況により、急きょ中止となることがあ
ります。

★ QRコードからも申し込みできます。

　高齢の方や知的・精神に障害のある方などの自宅や施設を定
期的に訪問し、安心して生活できるように生活費のお届けや利
用料の支払いなどをお手伝いする生活支援員を募集します。
【支援内容】
・福祉サービスの利用に関する相談
・利用料の支払いや生活費の払い戻し等の手続き
【応募要件】
・20歳以上、概ね70歳未満の方
・ ボランティア活動や福祉に関心があり、平日の月１回程度
活動の出来る方（資格や経験は問いません）

・普通自動車運転免許をお持ちの方
※現任の民生委員や訪問介護員は除きます。
※ 生活支援員として活動していただくにあたり、千葉県社会
福祉協議会が実施する生活支援員養成研修（１日間）を受
講していただきます。

日　時　 11月26日㈯午前の部　10時～12時（開場9時15
分）、午後の部　14時～16時（開場13時15分）

会　場　プリミエール酒々井文化ホール
定　員　各100人
参加費　 高校生以上1,200円、小中学生500円、未就学児無料
申込方法
ＱＲコードの応募フォームからお申し込みください。
問い合わせ
八街市聴覚障がい者協会　森☎090（8024）2259
久保田☎080（6621）0013、遠藤FAX（445）1571
✉emu2022.yatimata@gmail.com

大室台小学校放課後
児童クラブ支援員募集

家庭に眠っている食品大募集！
「第31回フードドライブ」

生活支援員を募集します生活支援員を募集します
～ 日常生活自立支援事業 ～

救急法を学びませんか救急法を学びませんか

全日本ろうあ連盟創立70周年記念映画
「咲

え

む」上映会

酒々井町赤十字奉仕団役員会酒々井町赤十字奉仕団役員会酒々井町赤十字奉仕団役員会酒々井町赤十字奉仕団役員会

「第30回フードドライブ」ご協力ありがとうございました！！


